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令和3年度　事業報告及び決算の概要

“職場紹介リレー”社会福祉法人　晃和会（秋田市）

つなぐ、つながる。ふくしとあなた。
　介護を学ぶ　介護で働く　を応援します

令和4年度　秋田県社会福祉大会開催予定！

高齢者総合相談・生活支援センターからのお知らせ

皆様の善意
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社会福祉あきた　№366

◆
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
推
進

方
策
の
と
り
ま
と
め

・
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
検
討
委

員
会
の
開
催
（
５
回
）

・
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
検
討
委

員
会
報
告
書
の
作
成

◆
市
町
村
に
お
け
る
権
利
擁
護
支
援

　体
制
の
整
備

・
権
利
擁
護
支
援
の
体
制
構
築
モ
デ
ル

事
業
推
進
委
員
会
の
開
催
（
３
回
）

・
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
事
業
連
携

支
援
会
議
の
開
催
（
県
域
会
議
２

回
、
地
域
会
議
６
回
）

・
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
実
務
研
修

会
の
開
催
（
２
回
）

◆
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
取
り
組
む

　団
体
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

・
連
絡
会
議
の
開
催
（
３
回
）

・
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
作
成

・
あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
開
設

　令和３年度は、新型コロナウイルスの感染収束の目途が立たない中で、感染防止と社会経済活動の両
立が必要とされる状況を踏まえつつ、国・県からの要請に基づき、新型コロナウイルス感染症の拡大に
よる生活困窮世帯や感染者が発生した高齢者施設等への支援を行うとともに、本会に求められる役割・
機能の発揮に努めました。
　第一に、新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少し、生活に困窮している方への「生活福祉資金
の特例貸付」の貸付実績は、令和２年３月の開始から通算し、本年３月末時点で緊急小口資金と総合支援
資金を合わせて、3,521件・９億2,305万円となっています。資金ニーズへの迅速な対応及び償還に関する
相談対応のため職員体制を増強し、市町村社会福祉協議会と連携して相談者や利用者への支援を行ってお
り、現在も利用申込みが続いている状況にあります。
　第二に、新型コロナウイルス感染症の患者が発生した施設・事業所単体での対応が困難な場合に、他
の施設等から応援職員を派遣し、施設等のサービス提供を継続することを目的とした「秋田県緊急時介
護・障害福祉人材応援派遣に係るコーディネート事業」は、派遣要請があった4施設・事業所に延べ63名
の派遣調整を行いました。３月末現在、派遣可能な職員として114法人・193施設から481名の登録があ
り、今後の要請に備えています。
　こうした状況下にあって、本会の地域福祉活動計画の基本理念を実現するため、県をはじめ、市町村
社会福祉協議会、福祉関係機関・団体等の幅広い関係者と連携・協働しながら、３点の基本方針に沿っ
て各種事業を実施し、県内の地域福祉の推進を図りました。
　基本方針の１点目である「地域共生の仕組みづくり」に向けては、少子高齢化の進行などを背景に進
む地域の支え合い機能の低下や地域における生活課題の複雑・多様化といった状況を踏まえ、総合相談
支援体制や地域福祉の推進を担う人材の確保・育成、地域づくり活動の基盤整備の支援、災害発生時の
支援体制づくりなどに取り組みました。
　基本方針の2点目である「福祉サービスの基盤づくり」については、福祉・介護分野における人材確保
が喫緊の課題であるとの認識のもと、当面の人材確保に向けた多様な人材の参入促進や職場定着の促進
の取組と併せ、中長期的な視点に基づき福祉分野への若年層の関心を高めるための取組を進めました。
　基本方針の３点目である「組織・経営基盤の強化」の関連では、社会福祉法をはじめとする関連法令
に即した法人運営を進めるとともに、会員の拡大、自主財源の確保に努めたほか、秋田県社会福祉会館
の指定管理者として、適正な管理運営や感染症対策に係る設備整備を県とともに進め、会館の利用促進
に努めました。
　令和４年度は６年間の秋田県地域福祉活動計画の5年目に当たり、３点の基本方針に沿って本会の役
割・機能を発揮し、関係機関・団体と連携しながら全県的に地域福祉の推進を図ってまいります。

令和3年度秋田県社会福祉協議会

事業報告及び決算の概要

重
点
事
業
の
実
施
状
況

基
本
方
針
１

地
域
共
生
の
仕
組
み
づ
く
り

　―

地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進―
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◆
種
別
協
議
会
・
団
体
と
の
連
携
・
協

働
に
よ
る
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の

機
能
強
化

・
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
催（
４
回
）

・
専
門
委
員
会
の
開
催

地
域
福
祉
活
動
計
画
検
証
委
員
会

（
１
回
）
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
検
討
委
員
会
（
５
回
：
再

掲
）
、
社
会
福
祉
施
設
災
害
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
（
１
回
）

・
種
別
協
議
会
や
関
係
福
祉
団
体
か
ら

の
課
題
解
決
に
向
け
た
県
へ
の
政
策

要
望
、
県
健
康
福
祉
部
担
当
課
長
等

と
の
意
見
交
換
（
１
回
）

◆
福
祉
人
材
の
確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の

　促
進

・
求
人
開
拓
の
推
進

　
事
業
所
訪
問
（
訪
問
50
カ
所
）

・
無
料
職
業
紹
介
機
能
の
強
化

　
求
人
・
求
職
相
談
、
登
録
受
付

（
新
規
求
人
数
１
，
９
７
２
名
、

基
本
方
針
２

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ
く
り

　―

働
き
や
す
く
や
り
が
い
の
感
じ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
福
祉
の
職
場
づ
く
り
の
推
進―

新
規
求
人
事
業
所
数
５
６
２
カ

所
、
応
募
・
紹
介
数
35
名
、
採
用

数
28
名
、
新
規
求
職
者
数
１
７
８

名
、
求
人
相
談
１
，
９
５
１
件
、

求
職
相
談
５
５
６
件
）

・
無
資
格
・
未
経
験
者
の
就
労
支
援

（
介
護
従
事
者
新
規
就
労
支
援
事

業
）
の
実
施
（
実
務
訓
練
終
了
後
の

継
続
雇
用
者
10
名
）

・
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
及
び

理
学
療
法
士
派
遣
事
業
の
実
施
（
社

会
保
険
労
務
士
等
専
門
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
２
回
、
理
学
療
法
士
派
遣

10
回
）

◆
介
護
職
参
入
促
進
事
業
の
実
施

・
介
護
入
門
講
座
の
開
催
（
２
回
）

・
職
場
体
験
の
実
施
（
参
加
者
３
名
、

就
労
者
１
名
）

◆
中
学
生
の
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
等

の
実
施

・
中
学
生
・
高
校
生
等
を
対
象
と
す
る

介
護
の
職
場
体
験
事
業
の
実
施
（
体

験
者
64
名
）

・
中
学
生
の
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
（
５
回
）

◆
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業

及
び
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の

実
施

・
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業

（
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
、
介
護

福
祉
士
実
務
者
研
修
受
講
資
金
、
離

職
介
護
人
材
再
就
職
準
備
金
、
福
祉

系
高
校
修
学
資
金
、
介
護
分
野
就
職

支
援
資
金
等
）
の
実
施
（
決
定
件
数

２
３
２
件
）

・
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業（
修
学

資
金
、
入
学
準
備
金
、
就
職
準
備

金
）の
実
施（
決
定
件
数
１
８
３
件
）

◆
福
祉
保
健
従
事
者
研
修
の
充
実

・
福
祉
保
健
研
修
の
実
施

　
行
政
職
員
研
修（
４
コ
ー
ス
４
回
）

　
段
階
別
研
修
（
11
コ
ー
ス
19
回
）

　
特
別
研
修
（
２
コ
ー
ス
２
回
）

・
自
主
企
画
研
修
の
実
施
（
13
コ
ー
ス

16
回
）

・
認
知
症
介
護
研
修
の
実
施
（
６
コ
ー

ス
11
回
）

・
介
護
施
設
等
看
護
実
務
者
研
修
の
実

施
（
４
回
）

・
訪
問
介
護
員
の
人
材
養
成
に
お
け
る

基
本
研
修
の
実
施（
２
コ
ー
ス
７
回
）

・
介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等

◆
会
員
制
度
の
周
知
と
会
員
拡
大
、
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
会
員
拡
大
に
向
け
た
加
入
促
進
（
新

規
加
入
17
カ
所
）

・
火
災
共
済
・
自
動
車
共
済
や
図
書
販

売
の
斡
旋
、
自
動
車
リ
ー
ス
の
促

進
、
常
備
薬
の
斡
旋
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保

◆
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
の
適
正
な
運

営
及
び
利
用
者
の
拡
大

・
特
別
支
援
学
校
生
徒
等
の
作
品
展

示
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
自
主
事
業
の

実
施
に
よ
る
利
用
促
進

・
利
用
者
満
足
度
の
把
握
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
設
備
の
設
置
、
大
規
模
修
繕
工
事

の
実
施
等
に
よ
る
利
用
者
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
非
接
触
検
温
器
の
設
置
、
ト
イ
レ
洗

面
台
の
自
動
水
栓
化
等
、
感
染
症
対

策
の
実
施

基
本
方
針
３

組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化

研
修
の
実
施
（
２
コ
ー
ス
12
回
）

・
介
護
支
援
専
門
員
養
成
の
実
施
（
６

コ
ー
ス
16
回
）
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※貸付事業の原資補助の受け入れ及びその積立に伴い、事業活動計算書及び貸借対照表において前年度決算額に対し大幅な増減が生じている科目があります。

（単位：千円）

科　目

事業活動収入　※

事業活動支出　※

事業活動資金収支差額

施設整備等収入

施設整備等支出

施設整備等資金収支差額

その他の活動収入

その他の活動支出

その他の活動資金収支差額

予備費支出

当期資金収支差額合計

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

776,404,000

734,030,000

42,374,000

0

2,913,000

△ 2,913,000

53,704,000

31,668,000

22,036,000

1,000,000

60,497,000

779,095,000

839,592,000

775,923,441

719,425,630

56,497,811

0

2,875,730

△ 2,875,730

57,466,398

35,311,869

22,154,529

―　　　

75,776,610

780,803,067

856,579,677

480,559

14,604,370

△14,123,811

0

37,270

△37,270

△3,762,398

△3,643,869

△118,529

1,000,000

△15,279,610

△1,708,067

△16,987,677

一般会計収支決算状況
令和３年度

資金収支計算書
予　算 決　算 差　異

（単位：千円）※事業活動による収支の内訳

科　目

会費収入

寄附金収入

経常経費補助金収入

共同募金配分金収入

助成金収入

受託金収入

事業収入

負担金収入

受取利息配当金収入

その他の収入

雑収入

事業活動収入計

人件費支出

事業費支出

事務費支出

分担金支出

助成金支出

負担金支出

事業活動支出計

42,741,000

8,338,000

372,866,000

5,562,000

2,071,000

230,618,000

76,726,000

12,184,000

3,983,000

8,476,000

12,839,000

776,404,000

273,427,000

438,286,000

12,243,000

1,423,000

5,558,000

3,093,000

734,030,000

42,746,000

9,224,288

372,145,376

5,190,694

2,027,841

229,573,770

77,323,565

12,190,200

3,943,855

8,714,927

12,842,925

775,923,441

271,440,391

427,303,238

10,734,981

1,429,000

5,409,420

3,108,600

719,425,630

△5,000

△886,288

720,624

371,306

43,159

1,044,230

△597,565

△6,200

39,145

△238,927

△3,925

480,559

1,986,609

10,982,762

1,508,019

△6,000

148,580

△15,600

14,604,370

予　算 決　算 差　異

（単位：千円）

科　目

サービス活動収益

サービス活動費用

サービス活動増減差額

サービス活動外収益

サービス活動外費用

サービス活動外増減差額

経常増減差額

特別収益

特別費用

特別増減差額

当期活動増減差額

前期繰越活動増減差額

当期末繰越活動増減差額

基本金取崩額

基金取崩額

その他の積立金取崩額

その他の積立金積立額

次期繰越活動増減差額

781,142,498

520,788,467

260,354,031

6,892,776

0

6,892,776

267,246,807

20,992,889

670,855,635

△649,862,746

△382,615,939

943,137,757

560,521,818

0

0

0

0

560,521,818

975,365,280

523,882,778

451,482,502

5,436,097

0

5,436,097

456,918,599

19,488,233

127,860,486

△ 108,372,253

348,546,346

594,591,411

943,137,757

0

0

0

0

943,137,757

△194,222,782

△3,094,311

△191,128,471

1,456,679

0

1,456,679

△189,671,792

1,504,656

542,995,149

△541,490,493

△731,162,285

348,546,346

△382,615,939

0

0

0

0

△382,615,939

事業活動計算書
当年度決算 前年度決算 増　減

（単位：千円）

科　目

〔資産の部〕

流動資産

固定資産

（基本財産）

（その他の固定資産）

資産の部合計

〔負債の部〕

流動負債

固定負債

負債の部合計

〔純資産の部〕

基本金

基金

国庫補助金等特別積立金

その他の積立金

次期繰越活動増減差額

純資産の部合計

負債及び純資産合計

883,665,863

1,468,448,365

3,000,000

1,465,448,365

2,352,114,228

35,481,186

177,282,109

212,763,295

3,000,000

30,000,000

1,276,329,115

269,500,000

560,521,818

2,139,350,933

2,352,114,228

823,132,438

1,343,418,148

3,000,000

1,340,418,148

2,166,550,586

48,639,371

192,891,963

241,531,334

3,000,000

30,000,000

679,381,495

269,500,000

943,137,757

1,925,019,252

2,166,550,586

60,533,425

125,030,217

0

125,030,217

185,563,642

△13,158,185

△15,609,854

△28,768,039

0

0

596,947,620

0

△382,615,939

214,331,681

185,563,642

貸借対照表
当年度決算 前年度決算 増　減
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当
法
人
が
秋
田
市
で
「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
大
平
荘
」を
開
所
し
、今
年
で

44
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
は
特
養
を
含
め
、高
齢
者
介
護
、

障
害
者
介
護
の
事
業
を
４
拠
点
で
11
ヵ

所
展
開
し
て
お
り
、職
員
数
は
、７
月
末

現
在
１
６
０
名
（
男
性
33
名
　
女
性
１

２
７
名
）（
内
パ
ー
ト
22
名
）で
す
。

　
法
人
本
部
は
特
養
大
平
荘
に
置
き
、運

営
上
の
今
の
重
点
課
題
に
は
人
材
確
保

と
古
く
な
っ
た
特
養
の
改
築
が
あ
り
ま

す
。

　
建
物
の
老
朽
化
は
、
設
備
面
の
機
能

低
下
に
繋
が
り
、①
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
②

衛
生
管
理
③
省
エ
ネ（
空
調
設
備
、照
明

設
備
）④
災
害
対
策
⑤
職
場
環
境
の
改

リ
レ
ー

職

「
職
員
が
自
慢
で
き
る

　
　
　
　
　
施
設
を
め
ざ
し
て
」

社
会
福
祉
法
人
　
晃
和
会

本
道
の
街
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
課

　
　
　
課
長
心
得
　
船
木
　
竜
介

場
紹
介

リ
レ
ー

リリ
レ
ー

リ
レ
ー
レ
リ
レ
ー

リ
レ
ーー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
会
員

施
設
・
市
町
村
社
協
等
の
広
報

担
当
者
に
よ
る
職
場
紹
介
を
リ

レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。

善
な
ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
も
多
く
、
人
材
確
保
と
も
大
き
く

関
連
し
て
い
ま
す
。

　
職
員
が
集
ま
る
と
「
介
護
を
や
り
た

い
人
は
い
な
い
か
」「
ど
こ
か
に
職
員
が

い
な
い
か
」
が
合
言
葉
の
よ
う
に
出
て

い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、
職
員
か
ら「
人

材
確
保
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
」
と
の

提
案
が
あ
り
、
職
種
を
超
え
て
考
え
る

機
会
を
作
り
、
打
開
策
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。

　
応
募
が
少
な
い
要
因
を
整
理
す
る
中

で
、「
私
た
ち
は
、
法
人
の
何
を
知
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
」「
法
人
の
自
慢
で
き
る

と
こ
ろ
は
何
だ
ろ
う
か
」と
、理
解
し
て

い
た
よ
う
で
、
実
は
明
確
に
分
か
っ
て

い
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、法
人
の

処
遇
、研
修
、キ
ャ
リ
ア
パ
ス
等
に
つ
い

て
改
め
て
見
直
し
、
独
自
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
り
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、徐
々
に
職
員
に
浸
透
し
、

休
職
し
て
い
る
友
人
や
介
護
業
務
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
人
に
施
設
の
話
を
し

て
も
ら
う
な
ど
の
取
組
が
広
が
り
、
思

い
の
ほ
か
職
員
か
ら
の
紹
介
ケ
ー
ス
が

増
え
、人
材
確
保
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
県
か
ら「
秋
田
県
介
護
認
証

評
価
制
度
」
へ
の
参
加
の
勧
め
が
あ
り
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
再
点
検
を
行
い
、制
度

へ
の
参
加
宣
言
を
行
っ
た
結
果
、「
認
証

事
業
所
」と
し
て
認
証
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。認
証
を
得
た
こ
と
で
、
様
々
な
就

職
相
談
会
へ
の
参
加
が
増
え
、こ
れ
も
施

設
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
「
令
和
３
年
度

全
国
老
人
福
祉
施
設
研
究
会
議
」
で
発

表
し
た
と
こ
ろ
、「
奨
励
賞
」を
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
の

取
組
へ
の
自
信
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
人
材
の
確
保
は
、
今
後
も
私
ど

も
法
人
の
大
き
な
課
題
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
活
動
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、「
職
員
が
自
分

の
法
人
の
取
組
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

事
」と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
こ
と
を
教

訓
に
し
、
今
後
も
職
員
が
誰
に
で
も
自

慢
が
で
き
る
施
設
を
め
ざ
し
て
、
職
員

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

株式会社 桜 竹
〒０１１－０９３６ 秋田市将軍野南４－１－１２
ＴＥＬ：０１８－８４６－４８８８  ＦＡＸ：０１８－８４７－１６６７

 桜 竹 検 索

慶事・仏事・中元歳暮等贈答品の販売
敬老記念品・記念楯・秋田特産品・民芸品など取扱中

https://www.ouchiku.com

夏祭りを開催しました！
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つ
な
ぐ
、つ
な
が
る
。

　
　
　ふ
く
し
と
あ
な
た
。

介
護
入
門
セ
ミ
ナ
ー
を

　
　
　
　
実
施
し
て
い
ま
す

　
本
会
で
は
、
介
護
未
経
験
の
方
が
介

護
の
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
学
ぶ

「
介
護
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
対
象
は
、
幅
広
く
、
介
護
の
仕

事
を
し
て
み
た
い
方
、
介
護
に
興
味
・

関
心
が
あ
る
方
、
子
育
て
が
ひ
と
段
落

し
た
方
、
定
年
に
よ
り
退
職
を
予
定
し

て
い
る
方
、
家
族
の
介
護
に
活
か
し
た

い
方
、
学
生
の
方
な
ど
と
し
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

①
基
礎
講
座
〜
１
日
コ
ー
ス（
３
時
間
）

開
催
日
：
９
月
７
日（
水
）・

　
　
　
　
10
月
12
日（
水
）

◆
介
護
に
関
す
る
基
礎
知
識
（
介
護
保

険
制
度
の
概
要
、
相
談
機
関
な
ど
）

◆
介
護
の
基
本
（
介
護
時
の
安
全
・
安

楽
な
体
の
動
か
し
方
、
介
護
予
防
体

介
護
を
学
ぶ

介
護
で
働
く

を
応
援
し
ま
す

操
な
ど
）

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
基

礎
講
座
修
了
後
、
希
望
者
の
み
1.5
時

間
）

②
基
礎
講
座
＋
入
門
講
座
〜
５
日
コ
ー
ス

 

（
21
時
間
）

開
催
日
：
10
月
12
日（
水
）・
18
日（
火
）・

　
　
　
　
19
日（
水
）・
25
日（
火
）・

　
　
　
　
26
日（
水
）

◆
基
本
的
な
介
護
の
方
法
（
介
護
職
の

役
割
、
基
本
的
な
介
護
技
術
な
ど
）

◆
認
知
症
の
理
解
（
認
知
症
の
基
礎
知

識
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
や
関
わ
り
方
な
ど
）

◆
障
害
の
理
解
（
障
害
に
関
す
る
基
礎

知
識
、
障
害
児
者
や
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
や
関
わ
り
方
な
ど
）

◆
介
護
に
お
け
る
安
全
確
保
（
介
護
現

場
で
の
事
故
や
感
染
の
予
防
、
安
全

対
策
、
腰
痛
予
防
な
ど
）

※

　
基
礎
講
座
と
入
門
講
座
の
全
日
程

21
時
間
を
修
了
す
る
と
、
修
了
証
明

書
が
発
行
さ
れ
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修
及
び
生
活
援
助
従
事
者
研
修
課

程
の
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
　
講
座
修
了
後
、
介
護
職
場
の
体
験

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
、
就

労
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
秋
田
県

福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
修

了
者
に
は
、
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
お
配
り
し
ま
す
。

　
県
内
の
介
護
保
険
施
設
・
事
業
所
を

対
象
に
、
各
種
規
程
・
給
与
体
系
・

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
整
備
や
雇
用
管
理
に

関
す
る
専
門
相
談
に
対
し
て
、
社
会
保

険
労
務
士
・
中
小
企
業
診
断
士
を
派
遣

し
、
事
業
運
営
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
職
員
の
現
場
定
着
に
向
け
た

環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
腰
痛
等

の
予
防
を
図
る
た
め
、
秋
田
県
理
学

療
法
士
会
に
所
属
す
る
理
学
療
法
士

を
派
遣
し
「
腰
痛
予
防
講
座
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

訪
問
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

理
学
療
法
士
に
よ
る
腰
痛
予
防

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す

◆
い
ず
れ
も
、
派
遣
に
係
る
経
費

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
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介
護
従
事
者
新
規
就
労
支
援
事
業

〜
講
習
付
実
務
訓
練
〜

　
　
　
　を
実
施
し
て
い
ま
す

　
新
た
に
介
護
分
野
へ
の
就
労
を
希
望

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
介
護
従
事
者

と
し
て
の
就
労
を
支
援
す
る
「
講
習
付

実
務
訓
練
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
基
礎
講
習
会
に
お
い
て
介
護
職
と
し

て
の
基
本
的
な
知
識
・
介
護
技
術
及
び

就
職
活
動
に
役
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に

つ
け
る
と
と
も
に
、
基
礎
講
習
会
修
了

後
の
実
務
訓
練
を
経
て
、
介
護
保
険
施

設
・
事
業
所
で
の
就
労
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
介
護
業
務
が
未
経
験
又
は
概
ね
１
年

程
度

・
介
護
福
祉
士
資
格
を
有
し
な
い

・
過
去
１
年
以
内
に
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

奨
励
金
な
ど
の
国
の
雇
用
助
成
制
度

を
利
用
し
て
い
な
い

◆
基
礎
講
習
日
程

【
県
北
】
北
秋
田
市

　
９
月
27
日（
火
）〜
28
日（
水
）

【
県
北
】
大
館
市

　
11
月
14
日（
月
）〜
15
日（
火
）

【
中
央
】
秋
田
市

　
10
月
４
日（
火
）〜
５
日（
水
）

　
12
月
６
日（
火
）〜
７
日（
水
）

【
県
南
】
横
手
市

　
９
月
１
日（
木
）〜
２
日（
金
）

　
11
月
８
日（
火
）〜
９
日（
水
）

◆
基
礎
講
習
内
容

・
介
護
の
仕
事
と
は

・
介
護
入
門

・
就
労
に
向
け
て
の
心
構
え

◆
実
務
訓
練

　
基
礎
講
習
会
受
講
後
、
実
務
訓
練
の

受
入
施
設
と
短
期
雇
用
契
約
を
結
び
、

６
ヶ
月
間
の
訓
練
を
行
い
ま
す
（
給
与

あ
り
）
。
勤
務
形
態
・
家
庭
の
都
合
な

ど
に
よ
り
、
訓
練
期
間
が
３
〜
４
ヶ
月

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
実
務
訓
練
終
了
後

　
実
務
訓
練
の
受
入
施
設
と
の
合
意
に

よ
り
、
雇
用
契
約
を
結
び
ま
す
。
秋
田

県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

は
、
ス
ム
ー
ズ
に
就
労
で
き
る
よ
う
斡

旋
・
調
整
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
６
４

－

３
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
１
８
）８
６
４

－

２
８
７
７

問
合
せ
先
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〜
他
業
種
で
働
い
て
い
た
方
向
け
〜

　返
還
免
除
が
あ
る
貸
付
制
度
を

　ご
活
用
く
だ
さ
い

　他
業
種
で
働
い
て
い
た
方
が
新
た

に
介
護
分
野
又
は
障
害
福
祉
分
野
で

就
職
す
る
た
め
の
準
備
経
費
を
貸
付

け
し
ま
す
。

　次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
貸

付
金
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
６
４

－

３
５
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
１
８
）８
６
４

－

２
８
７
７

問
合
せ
先

介護分野
就職支援金

貸付の対象
となる人

貸付金額

返還免除
の条件

障害福祉分野
就職支援金

介護施設 障害福祉施設

上限20万円

介護職員初任者研修等所定の研修を
受講し、県内の次の施設に就職した
方又は就職予定の方

県内の上記施設において、
２年間介護業務に従事すること

令和4年度

開催予定！

令和4年度

開催予定！
秋田県社会福祉大会

開催予定
◆期日：令和4年10月27日(木)

【演題】持続可能な地域共生社会の実現に向けて
　　　　～地域と歩んで70年、これからの
　　　　　　　　地域福祉活動を考える～（仮題）

◆日程：午後1時から3時45分まで

◆記念講演：
　　　慶應義塾大学経済学部教授
　　　　　　　　駒村　康平　氏

◆会場：あきた芸術劇場ミルハス
　　　　大ホール

開催予定！開催予定

◆日程：午後1時から3時45分まで

８

【演題】持続可能な地域共生社会の実現に向けて

仮題仮題））

　本会では、３年ぶりの県社会福祉大会を、秋田

市に新たに開館した「あきた芸術劇場ミルハス」

大ホールにて開催する予定です。今大会は、本会

の設立70周年の記念大会となります。

　関係者の皆様には近く詳細をお知らせいたしま

すので、詳しくはそちらをご確認ください。

　なお、参加者数を制限し、ご参加の皆様に基本

的な感染防止対策をお願いすることとしておりま

す。ご不便をおかけいたしますが、よろしくお願

いいたします。

【お問い合わせ】

　総務企画部　TEL：018－864－2711
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☆
第
一
・
第
三
金
曜
日
の
一
般
相
談
時

間
を
午
後
８
時
ま
で
延
長
し
ま
し
た
☆

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
や
そ
の
ご

家
族
の
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
に
関
す

る
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。４
月
か
ら
第
一
・
第

三
金
曜
日
の
相
談
時
間
を
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
一
般
相
談
の
ご
案
内
】

　
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
、来
所
、電
話
、手
紙
等
に
よ
る
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

※

第
一
・
第
三
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
２
４

－

４
１
６
５

【
専
門
相
談
の
ご
案
内（
９
月
〜
11
月
）】

　
時
間
　
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

　
相
談
料
　
無
料（
予
約
が
必
要
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
２
４

－

４
１
６
５

●
法
律
相
談

　
遺
産
相
続
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
徳

商
法
被
害
等
の
相
談
を
弁
護
士
が
担
当

●
人
生
相
談

　
家
庭
問
題
、人
間
関
係
、生
き
が
い
に

つ
い
て
の
相
談
を
有
識
者
が
担
当

か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
総
合
相
談
・

　生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
に
つ
い
て

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
に
関
す
る
知

識
・
技
術
の
普
及
を
図
る
た
め
、
講
座

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
疑
似

体
験
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
用
具
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
講
座
「
県
民
介
護
講
座
」

☆
９
月
28
日
（
水
）

 

「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
」

　
〜
住
み
慣
れ
た
街
で
暮
ら
す
た
め
に
は
〜

☆
10
月
26
日
（
水
）

 

「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

　
〜
自
宅
で
簡
単
に
体
を
動
か
そ
う
〜

☆
11
月
30
日
（
水
）

 

「
終
活
」

　
〜
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？
〜

●
講
座「
福
祉
用
具
に
ふ
れ
て
み
よ
う
」

　
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
ロ
ビ
ー
内
に

福
祉
用
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

講
座
や
体
験
に
つ
い
て

●
権
利
擁
護
相
談

　
高
齢
者
虐
待
防
止
、
消
費
者
被
害
相

談
、
成
年
後
見
制
度
利
用
等
に
つ
い
て

の
相
談
を
専
門
家
が
担
当

　
例
え
ば…

　
一
人
暮
ら
し
の
認
知
症
症
状

が
あ
る
姉
に
成
年
後
見
制
度
の

利
用
を
す
す
め
、金
銭
管
理
等
を

お
願
い
し
た
い
。

　
弁
護
士
よ
り…

　
申
立
方
法
や
費
用
、後
見
人
の
職

務
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

専門相談日程（9月～11月）
法律相談

9 /13(火)
10/11(火)
11/ 8 (火)

 9 /7(水)
 10/5(水)
11/2(水)

 9 /15(木)
 10/20(木)
11/17(木)

人生相談

権利擁護相談

9 /27(火)
 10/25(火)
 11/22(火)

　
車
い
す
や
ベ
ッ
ド
の
正
し
い
選
び

方
、
操
作
方
法
、
座
る
と
き
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
見
て
、
触
れ
て
、
試

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

・
対
象
　
個
人
・
団
体

・
定
員
　
応
相
談

・
費
用
　
無
料

※

福
祉
用
具
は
平
日
午
前
９
時
か
ら
　

　
午
後
５
時
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
体
験
「
高
齢
者
疑
似
体
験
」

　
耳
栓
や
特
殊
眼
鏡
、
重
り
な
ど
を
身

体
に
着
け
て
、
80
歳
位
に
な
っ
た
と
き

の
身
体
機
能
の
低
下
や
心
理
的
な
変
化

を
疑
似
的
に
体
験
で
き
ま
す
。

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

・
対
象
　
個
人
・
団
体

・
定
員
　
応
相
談

・
費
用
　
実
費(

耳
栓
代
な
ど)

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）
８
２
４―

４
１
６
５
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◎
ご
寄
附
◎
　

　
●
匿
名
　
様

２
０
，
０
０
０
円

　
●
秋
田
県
大
衆
音
楽
協
会
　
様

１
０
，
０
０
０
円

　
●
マ
リ
・
マ
リ
　
様１

４
，
９
０
０
円

　
●
東
北
労
働
金
庫
秋
田
県
本
部
　
様

《
指
定
寄
附
３
６
０
，
０
０
０
円
》

　
　
　
　
　
　
　⇒

　
　
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
５
か
所
へ

◎
物
品
預
託
等
◎

　
●
北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
　
様

　
《
自
走
式（
介
助
兼
用
）車
椅
子
10
台

　
　
及
び
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
椅
子

　
　
10
台
》

　
　
　
　
　
　
　⇒

　
　
県
内
の
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
施
設

　
　
20
か
所
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　
●
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会
　
様

３
０
，
１
０
０
円

　
●
金
　
康
宏
　
様

２
０
，
０
０
０
円

　
●
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会
　
様

２
８
，
３
０
０
円

　
●
せ
ば
、
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
様

４
４
，
２
５
１
円

　
●
第
一
貨
物
労
働
組
合
　
様

５
０
，
０
０
０
円

　
●
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店

お
客
様
御
一
同
　
様

８
，
５
５
３
円

　
県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体

様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東北労働金庫秋田県本部　様

北日本コンピューターサービス　様

問
合
せ
先
　
総
務
企
画
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）８
６
４

－

２
７
１
１

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

皆様の善意
【令和４年５月19日から８月22日まで】
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
障
が
い
者
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
大

仙
」が
運
営
す
る
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
ほ
っ
ぺ
」は
、
平
成
16

年
に
小
規
模
作
業
所
の
福
祉
店
舗「
ほ
っ
ぺ
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、平
成

18
年
に
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
、
就
労
移
行
支
援
の
多
機
能
型
事
業
所
と

な
り
ま
し
た
。現
在
、法
人
で
は
他
に
、就
労
定
着
支
援
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
銀
の
さ
じ
、相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
大
仙
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

日替わり弁当（一例）

オードブル（3,000円～）

※本ページ内の表示価格は
　全て税込です。

障がい福祉サービス事業所

「ほっぺ」

大仙市大曲中通町1-29

http://www.hotdaisen.jp/

0187-62-7766TEL

0187-88-8566FAX

HP

懐かしのパーク風オープンカツカレー（650円）

季節の天丼＆うどんセット（550円）

2022年8月号　令和4年8月31日
　発　行／秋田県社会福祉協議会　秋田県秋田市旭北栄町1番5号　TEL／(018)864-2711　FAX／(018)864-2702

こ だ わ り の 品シリーズ

～本会会員である障害者施設等の製品や特徴的な取組をシリーズで紹介～

　
「
ほ
っ
ぺ
」
で
は
、
障
が
い
者
へ

の
理
解
を
拡
げ
る
た
め
、
地
域
の
人

た
ち
と
の
交
流
機
会
と
な
る
出
店
な

ど
で
積
極
的
に
地
域
に
出
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
３
年

間
、
そ
の
機
会
が
激
減
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
「
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
当
た
り
前
に
暮
ら
し
続
け
て
い
く

こ
と
」
が
で
き
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ
の

早
期
収
束
を
願
う
と
と
も
に
、
今
後

も
地
域
に
溶
け
込
ん
だ
事
業
所
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
等
で
見
か
け
た
際
は
、

是
非
お
声
が
け
・
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

大仙市の障がい福祉サービス事業所「ほっぺ」で
作られている弁当をご紹介します！

　
障
が
い
者
や
高
齢
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
始
め
た
「
ほ
っ

ぺ
」
の
弁
当
は
、
米
を
地
元
農
家
か

ら
直
接
仕
入
れ
る
な
ど
、
出
来
る
だ

け
多
く
の
地
元
食
材
の
使
用
と
手
づ

く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
オ
ス

ス
メ
は
、
「
日
替
わ
り
弁
当
（
５
５

０
円
）
」
で
す
。
ご
要
望
に
合
わ
せ

て
、
オ
ー
ド
ブ
ル
の
注
文
も
承
っ
て

い
ま
す
。

　
食
材
の
下
処
理
や
加
工
・
調
理
に
は

利
用
者
も
携
わ
り
、
こ
の
経
験
を
活
か

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
３
名
の
利
用
者
が

調
理
師
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
製
造
し
た
弁
当
は
利
用
者
と
職
員

で
配
達
し
て
お
り
、
配
達
業
務
は

「
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
」
と
い
う

役
割
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
17
年
に
横
手
や
き
そ

ば
暖
簾
会
の
伊
藤
会
長
（
当
時
）
に

ご
指
導
い
た
だ
き
、
そ
れ
以
来
、
年

間
約
60
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
出
店
し
、
多
い
時
に
は
一
日

２
０
０
食
以
上
の
横
手
や
き
そ
ば
を

販
売
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
食
堂
も
運
営
し
、

そ
こ
で
横
手
や
き
そ
ば
も
提
供
し
て
い

ま
し
た
が
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
食
堂
を

休
業
し
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
の
販
売

の
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
す
す
め
は
「
懐
か
し
の
パ
ー
ク

風
オ
ー
プ
ン
カ
ツ
カ
レ
ー
（
６
５
０

円
）
」
で
す
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
レ
ー
と
チ
キ
ン

ラ
イ
ス
の
相
性
は
抜
群
で
す
。

懐かしのパーク風オープンカツカレー（650円）

季節の天丼＆うどんセット（550円）

商品に関する
お問い合わせ


